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１．VIP(Vol.53)










1．英検受験準備について　　英検テスト６/１４(日)
６月１４日（土）に行われる英検に当校から、小学４年生から中学３年まで、１6名の生徒さんが受験予定です。

また、単独で受ける生徒さんもいますが、皆最後までベストを尽くしましょう！
英検の準備も、パイオニアの生徒さんには各級の点数が到達するだけでなく、実力としての英語力を身につけて欲しいと思っています。
PLSシステムとの相乗効果も見られ、今後の成果を楽しみにしています。
2．フレイズ　バイ　フレイズ(PPM)について
PPM・英検クラスでは、速読の練習がされ成果を出しています。　この結果をPLSクラス（８級以上）でも用い、速読を積極的に始めています。　この速読では、フレイズごとに英語を作成して、つなげて文にしていきます。　このPPMのやり方で、今後飛躍的な上達を期待しています。
3．スピーチについて　（CDと原稿を6/23から配布予定です！）
現在英語に訳して、各文章を点検しています。もうすぐ吹き込みに入ります。　第４週からCDと各自の英文を配布し、７月よりスピーチの練習が始まる予定です。　今回は新しい試行として、皆さんのスピーチの日本語での要約(紹介)を随時ビデオに収録していく予定です。　各自のスピーチシートを受け取ったら、その紹介文を日本語で考え始めてください。
4．父母参観について　(６月第３，４週を予定)
６月第３，４週には父母参観を予定しています。　６月初めに詳しいスケジュールを配布しますので、是非ご出席下さい。　なお、PLS本部では、現在の８級を８級と７級に分け、７級を６級に、６級を５級へと改正される予定です。　これに伴い、カリキュラムの変更があります。　この変更に基づき、既に級を変更しているクラスもあります。　詳しくは父母参観当日ご説明いたします。　尚当日評価表も配布予定です。
Teacher’s
 Corner
このコーナーでは、外国人講師によるエッセイを紹介します。今回は、Blake先生のエッセイです。読解にチャレンジしてみましょう。
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9月20日（月）・23日（木）　パイオニア規定の休校日


10月11日（月）　パイオニア規定の休校日





	After living in Japan for a month, I was fortunate to experience the vacation phenomenon known as Golden Week. It was my first time really traveling anywhere in Japan, and I chose to go explore Nagano Prefecture.


I left Fuji-shi early Saturday morning and caught a local train first to Kofu, and then to Matsumoto. I then took another small train and a bus over to beautiful Kamikochi. The trains were crowded, but Kamikochi was even more packed with people, mainly people wearing big backpacks like me who were going to climb the stunning peaks in the Japanese Alps. I have never encountered so many people over 60 who can hike faster than I can! I didn’t climb any peaks, but I did hike several kilometers into the pristine forest. I camped in a beautiful pasture with about 100 other tents in it. That night was a very cold one, about -2, but it was worth it to sleep there and see monkeys in the early morning. This was a very different Japan than I had experienced in the past month.   


	After a couple days in the mountains I headed back to Matsumoto, and explored that charming city by visiting the castle and an art museum. I even found and ate at a little Mexican restaurant; my favorite food back home in Arizona. I also soaked in the lovely nearby Asama Onsen. The next day, I headed to Nagano-shi where I visited Zenko-ji temple. It was the first big Japanese temple I have seen, and I was quite impressed. I stood in line with thousands of visitors to visit the enormous shrine hall and breathe in all the burning incense; a very pleasant place indeed. This was followed by a lovely meal of soba and oyaki.


　　　	After visiting the temple I began taking a long series of trains back down to Fuji. Over this short vacation, I got to appreciate many different aspects of Japan: mountains, a castle, a temple, an onsen, and some oishi new food. And I enjoyed it along with thousands of other travelers making the most of Golden Week.


　　　


*fortunate 幸運にも  *phenomenon　驚くべきこと　　*explore　探索する　　*crowded　混んでいる　*packed　ぎゅうぎゅう  


*stunning素晴らしい　　*peak　頂上　　　*encounter　遭遇する　*pasture　牧草地  *soak 入浴する　　*impress　感動する  *indeed　本当に  *appreciate　感謝する　　*aspect　光景





日本で生活して１ヶ月、幸運にもゴールデンウィークという休暇を経験しました。　日本国内を旅行するのはこれが初めてで、長野県に行くことに決めました。土曜の朝早くに富士を出発し、在来線で甲府に行き、そこから松本へ行きました。　そして、小さな電車とバスに乗って上高地に行きました。　電車はとても混んでいましたが、上高地はそれ以上に観光客でぎっしりでした。　ほとんどの人は私のように大きなリュックをしょって、素晴らしい日本アルプスの頂上を目指し登山する人たちでした。　私は今まで一度も自分よりも速くハイキングをする６０歳以上の人に会ったことがありませんでした。　頂上まで登りませんでしたが、森の中を何キロかハイキングしました。　私は美しい草原で他の１００のテントと共にキャンプをしました。　その夜はとても寒くて－２度ほどでした。　しかしそこで眠るのはとても価値のあるものでしたし、朝にはサルを見ました。　これは私がこの１ヶ月日本で経験してきたこととは全く違うものでした。　山で数日過ごし、松本へ戻りました。そしてお城と美術館を見学しました。　私の好きな故郷アリゾナの食べ物、メキシコ料理のレストランを見つけて食事をしました。　そして浅間温泉の近くのすてきな温泉に入りました。　次の日、長野市へ向かい、善光寺を訪問しました。　それは日本で始めて訪れた一番大きなお寺でした。とても感動しました。　私はその巨大な神社を訪れた何千人もの訪問者の列に並び、心地よいお線香の煙の中にいました。　次に素敵なそばとおやきを食べました。　　お寺を訪れたあと、電車で富士に帰る長い道のりのことを考えました。　この小休暇を終えて、山、お城、お寺、温泉、そして初めて食べるおいしい食事に感謝しました。　そして他の何千人もの旅行客とゴールデンウィークのほとんどを過ごしました。
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My Golden Week / 私のゴールデンウィークKome, Kome Andy　　「米米　アンディ」
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６月１４日（日）：英検テスト


６月第３，４週：父母参観








9月20日（月）・23日（木）　パイオニア規定の休校日


10月11日（月）　パイオニア規定の休校日
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父親の出番！　みるみる良くなる「しつけ方」講座





子育ては厳しさ（＝父性）、優しさ（＝母性）、楽しさ（＝子供の性）の三つのバランスが大事。このバランスを欠いた親子関係は子どもに悪影響を及ぼす。（月刊誌プレジデント　2004.8.30号）





人材教育コンサルタントで天理大講師の原田隆史氏は、「ビジネスマン研修参加者のほとんどが、子どもの教育のことで悩んでいる」と言う。２０年間にわたるコンサルタント業務の経験を通して、生活環境、経済環境に恵まれた両親に育てながら問題を起こす子どもが多い現実を見てきた。


「親は子どもに母性、父性、子どもの性の「三性」を示していく必要がある。母性とは子どもの全てを受け入れる絶対的な優しさ。いわばマザーテレサの愛。そして父性というのは子どもに生活規範、社会規範を教える厳しさ。子どもの性というのは子どもと一緒になって遊んでやり、楽しさを与えてやること。親がこの三つをバランスよく持っていれば子どもは立派に育つ」と原田氏は言う。最近は両親ともに優しい、両親ともに厳しいと言う夫婦が増え、その結果、前者は過干渉、後者は過保護になって子どもの問題行動の原因になっている。


過干渉のもとで育った子どもは人を信じられない人間に育つ。逆に、過保護のもとで育てられると自己中心的な人格が生まれてくる。どちらも集団に適応しにくく、不登校や引きこもりと言う問題行動の原因になりやすいと原田氏は言う。





プレジデントはビジネスマンや経営者の間で幅広く読まれている月刊誌である。今回、ほとんどのページが子育てに関していろいろな角度から見た子育ての現状、家庭の問題、夫婦のあり方が特集として掲載された。それだけ今、子育ての難しさ、大切さが問われているとも言える。自分の子育てを振り返って反省させられる点が多い。子育て真最中の方に是非一読をお勧めしたい内容の本である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（理事長　広山国臣）
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父親の出番！　みるみる良くなる「しつけ方」講座








夫婦がお互いの権威を認め合う














In any language, the barriers to achieving fluency are many. This is true with both English and Japanese. In my own experience learning Japanese, I started learning using a book, which was slow because I had no one to help me. Eventually, I started watching Japanese television, which helped me get a feel for how the language is actually spoken. Now that I’m here, I try to find opportunities in everyday life to listen and practice. Most people are friendly and put up with me in this endeavor. Some even expect me to already be fluent. Take my new barber in Shizuoka city for instance. My skills were tested to the limit over a 20 minute haircut as he asked me many questions I had not had to answer in Japanese before. Or last weekend, when I took a taxi from the train station to my home and had to give directions in Japanese. I’m still only a beginner, but these experiences have helped me. The point is, with any language, there comes a time when we must put it to the test and jump out there with our bad grammar and accent, and try to speak in an everyday situation. It may be embarrassing at first, but this is the best way to grow. So I encourage you in your study of English to use all the resources available to you. Then, when you see a chance to use your language skills on some unsuspecting person, go for it! You’ll be glad you did.


　


　*get a feel for   感覚をつかむ      *put up with ～  ～に耐える     *endeavor  努力、試み  


　　*give directions  道順を教える　　　　*embarrassing   まごつかせる、きまり悪い


　　*unsuspecting  思いも寄らない、疑うことをしらない








Everyday English　（日常英会話）
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夫婦セミナーより(第２回)



























































私の妻がお母さん方によくする質問があります。おいしい果物があった時それを誰にあげるか。仕事を終えてきた夫にあげるかそれとも勉強を終えて帰ってきた子供にあげるか。私の母は夫にあげました。でも、私の妻は子供にあげます。若いお母さん達に聞くと、「誰にあげるかって？私が食べます」(笑い)。時代によってこのように違います。私は夫にあげるようにお勧めしたいのです。夫の権威を尊重することです。夫婦が子供の前でケンカすべきでないのは、子供が傷つくからでもありますが、互いの権威を崩すからです。親が一つになっていない場合は、息子がお母さんに反抗的な態度を取ると、お父さんは密かに「ざまあみろ」と喜びます・・・


しかし、それが自分の足を引っ張ることになるのを知りません。夫婦関係が悪いと、娘がお父さんの権威に反抗すると、お母さんが密かに笑います。他のことは許しても、子供が親の権威に逆らうのを許してはいけません。今の社会の問題の根本は、子供が権威を認めないことです。権威主義は問題ですが、権威は必要です。


人間は社会的存在で、組織の中で生きなければなりません。組織には秩序が必要で、秩序の維持には権威が必要です。家庭の中にも父親の権威と母親の権威が必要です。その時、家庭が維持されます。父親が母親を尊重し、母親が父親の権威を認める家庭では子供が健康的な社会性を持ち、道徳性が高まります。子供の性的アイデンティティがはっきりし、男の子は男の子らしく、女性は女性らしくなります。息子は「僕はお父さんのようになりたい」と言うし、娘は「お父さんのような人と結婚し、お母さんのように暮らしたい」と言います。


夫が妻を無視して乱暴に振舞うと、妻は経済的なことや周りの目を気にして、夫の権威を認めるふりをしますが、心の中では認めず、怒りを持ちます。その怒りが後で出てきます。どこに行くのでしょう？子供です。特に息子に向かって、こう言います。「あなたが大きくなったら、ああいう男になってはいけない」と。息子はお母さんが可哀相になります。息子はこう言ってお母さんを慰めます。「僕が大きくなったら、お母さんを幸せにするから」。お母さんは感動し、息子とお母さんは親しくなり、情緒的に夫婦関係になります。息子が夫の代わりになり、母親は息子と相談する。お父さんの居場所がだんだんなくなります。


やがて息子が成長し、プリンセスが現れます。息子は彼女に心を奪われ、結婚する事になります。家を離れることになり、母親に言います。「お母さん、僕は結婚します。彼女と幸せに暮らすから、お母さんも幸せになって」。お母さんも「幸せにね」と口では言いますが、目は別のことを言っています。｢あなたが行ってしまったら、私はこれから誰と暮らすの？あなたが私の唯一の希望だったのに、これからどうしたらいいの？｣と。


その時、息子は我に返ります。「そうだ、僕が離れたら、お母さんはどうなる」。彼はお母さんから離れられません。物理的には妻と共にいても、心は母親のもとにいます。問題が起きると、妻ではなく、母親に相談する。何故でしょう。可哀相なお母さんを喜ばせたいから。


すると、一人の女性が泣き始めます。誰でしょう。プリンセスです。二人の女性の間には葛藤が生じます。「嫁姑の葛藤」です。しかし、驚くべき事実があります。「僕は大きくなったらお父さんのようにはならない」と宣言した息子が将来どうなるか。お父さんそっくりになるのです。妻の心には怒りが湧きます。その怒りはどこへ行くのでしょう。息子に行きます。怒りは代々受け継がれます。これが伝統的な嫁姑の葛藤です。間違った影響力は貴方の代で断ち切らなければなりません。夫は先ず妻を優先すべきです。次に子どもです。そして、二人が一となって親を敬うのです。





このセミナーの内容は韓国の方が書いたものですが、国を超えて共通するものもあるのではないでしょうか？








パイオニア ランゲッジ スクール


■荏田南校　(045)-949-0857


URL: http://www.pls.bz/














